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帝京皮膚科での大まかなキャリアパスです

個々のライフイベント（結婚、出産・・・）は誰しもが最も大切な時間です。
プライベートと仕事の両立は大変ですが、帝京皮膚科では皆さんをサポートする体制が整っています。
＊男性医師の育休取得（６ヶ月、毎年２名ほどの男性医師が取得しています）
＊妊娠中の当直免除
＊急なお子さんの体調不良：バックアップ医師が代診を行う体制
＊約半数の医師が子育て中
＊主任教授も高校生のお子さんがいるママさんです
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専攻医プログラム：提携病院での
研修（１年）

日本皮膚科
学会専門医

興味がある分野を熟練
腫瘍、静脈瘤、水疱症、アトピー

アレルギー学会専門医
海外留学・・・など
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乾癬、アトピー性皮膚炎をメインに、様々な研究について
学会発表や論文作成を積極的に行っています

国際学会へ参加
EADV 毎年9月ヨーロッパ【2025年はパリ、３名参加】
AAD 毎年３月アメリカ【2025年はフロリダ、３名参加】
他にもシンガポール、中国、韓国などの学会にも参加しています。

大学院生在籍状況（2026.6月時点：5名）
2025年度（2026.3月） 3名 博士号取得 卒業
2026年度（2027.3月） 0名
2027年度（2028.3月） 2名
2028年度（2029.3月） 2名
2029年度（2030.3月） 1名



よく学び、働き
共に笑う

そんな一生の仲間となれるような
大学院生を募集しています
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